
0.5トン積から43トン積までのフルラインナップのフォークリフトを中心とする産業車両から、物流機器・シス
テムに至る幅広い商品の開発・生産・販売・サービスを展開しています。世界トップシェア＊1のフォークリフトに
ついては、商品を世界中のお客様へお届けしています。フォークリフトの販売と合わせ、販売金融やアフター
サービスなどを通じ、お客様のあらゆるニーズにお応えしています。

繊維の束に撚りをかけて糸を紡ぐ紡機および紡いだ糸で布を織る織機の開発から生産、販売、アフターサービス
まで一貫して行っており、エアジェット織機の販売台数シェアは世界No.１＊1です。 

産業車両

自動車

繊維機械
繊維機械

産業車両

業界トップクラスのSEQCD（S：安全、E：環境、Q：品質、C：コスト、D：納期）を強みとし、国内外向けのRAV4を
生産しています。

車　両

バスティアン社、ファンダランデ社、当社のそれぞれの強みを活かして連携し、幅広い機器やシステムを組み
合わせ、お客様の物流課題の解決に貢献しています。

物流ソリューション

開　発 生　産 販売（ユーザー向け） アフターサービス

開　発 生　産 販売（ユーザー向け） アフターサービス

開　発 生　産 販売（ユーザー向け） アフターサービス

開　発 生　産 販売（トヨタ向け） アフターサービス

企画・開発から生産まで一貫した体制を敷くディーゼルエンジンに加え、ガソリンエンジンも生産してい
ます。

エンジン

小型・軽量・省燃費などの環境性能、高速回転時の信頼性や静粛性が高く評価され、販売台数シェアは世界
No.1＊1です。

カーエアコン用コンプレッサー

ハイブリッド車など電動車用を中心としたエレクトロニクス商品の開発・生産を行っています。

カーエレクトロニクス

開　発 生　産 販売（トヨタ向け） アフターサービス

開　発 生　産 販売（世界の自動車メーカー向け） アフターサービス

開　発 生　産 販売（世界の自動車メーカー向け） アフターサービス

＊1 ： 自社調べ
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可変容量型
コンプレッサー

固定容量型
コンプレッサー

電動
コンプレッサー

燃料電池自動車用
酸素供給エアコンプレッサー

燃料電池自動車用
水素循環ポンプ

リング精紡機

ローリフト

電動フォークリフト

エンジン
フォークリフト

シンプルAGV＊2

無人フォークリフト
リーチタイプ

電動フォークリフト 高所作業車

ユニット式自動倉庫
シャトルタイプ

自動倉庫ソーター
空港手荷物処理

（バゲージハンドリング）システム

エアジェット織機

DC-DC
コンバーター

プリウス搭載
四輪駆動用
リヤ走行インバーター

プリウスPHV搭載
車載充電器

ガソリンエンジン ターボチャージャーディーゼルエンジン

RAV4

綿花格付機器

＊2 ： Automatic Guided Vehicleの略。無人搬送車。
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■ 創業時から受け継ぐチャレンジ精神
■ 各事業分野で多様な強みを持つ
　 6万人以上の人材

■ 産業車両と自動車関連の両事業の
　 連携による競争力強化
■ 車両組立からキーコンポーネントまで
　 クルマ全体に携わることによる
　 知見の蓄積
■ エンジン・電動化の両技術による
　 幅広い対応力と持続的な成長力
■ トヨタ生産方式を基盤とする
　 世界トップレベルの品質・生産性
■ 各事業におけるグローバルでの
　 安定した生産・供給力

■ 産業車両などのグローバルな販売・
　 サービスネットワーク
■ トヨタグループ各社や世界の
　 自動車メーカーなどとの緊密な連携
■ M&Aなどによるパートナー企業と
　 連携した事業強化・拡大

■ 健全な財務基盤 　
■ 格付機関による高い格付け
　（資金調達能力）

各事業の役割と特徴主な資本、強み

人

商品開発力、モノづくり力

グローバルなネットワーク

財務基盤

価値創造のプロセスと当社の事業
当社の持つリソーセスと強みをもとに、事業間のシナジーを活かすことにより、

お客様のニーズを先取りする商品・サービスのご提供に努め、

事業の拡大をはかり、ステークホルダーの皆様へのご期待にお応えしています。

産業車両

繊維機械

自動車
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